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講義講演ビデオの重要シーン抽出によるダイジェスト自動作成

レー ヒェウハン † ルートラットデーチャークン ティティポーン ‡ 横田治夫 ††

†東京工業大学 工学部情報工学科 ††東京工業大学 学術国際情報センター
‡(株)リコー ソフトウェア研究開発本部アプリケーション研究所

1 はじめに
近年，プレゼンテーションソフトウェアを用いた講

義講演を録画した動画を格納し，E－ラーニング等に
用いる機会が増えてきている．(株)リコーによって開
発された MPMeister[1]のようなシステムによって容
易にコンテンツ作成できるようになった影響が大きい．
これまで我々は，そのような講義講演コンテンツか

ら，利用者が示す検索キーワードに合致するシーンを
探し出すために，スライド中の単語情報だけでなく，ス
ライド提示の時間情報や順序情報，音声情報，レーザー
ポインタ情報等を用いる UPRISE[2] を提案し，その
効果を示してきた．しかし，講義講演コンテンツの場
合，利用者は検索キーワードに関して適切な知識を持
ち合わせているとは限らず，当該講義講演の概要を短
時間で把握したいという要求も高い．
スポーツ中継やニュース映像に対して，ダイジェス

トを作成する研究は既に多くされているが，得点シー
ンやアンカマンシーン等のない講義講演コンテンツに
それらの手法をそのまま適用することはできない．一
方，講義講演コンテンツでは，UPRISE のようにス
ライド中の単語情報等を利用することができる．そこ
で，本稿では，講義講演ビデオのダイジェスト自動作
成を目的に，スライド中の単語出現状況等を使った重
要シーンの抽出によるダイジェスト作成を考える．ま
た，MPMeister によって作成した実際の講義コンテン
ツを使って，提案手法の有効性を検証する．

2 提案手法
2.1 前提
システムは複数の講義の録画を保持するが，ダイ

ジェスト作成の対象はその中の１つの講義 Ll とする．
と同時に，システムは全講義で用いられた全スライ
ド S = {s1, s2, . . . , sN} を持つ．ここでは，スライ
ド中の単語出現にのみ着目することから，各スライド
si は，単語の並び si = [vi1 , vi2 , . . . , vim ] として表現
される．ここで，全スライド S 中の全単語の集合を
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W = {w1, w2, . . . , wM}とすると，当然 viα ∈ W とな
る．この時，講義 Llの録画はスライドの切り替えによ
るシーンの並びとして Ll = [cl1 , cl2 , . . . , cln ]として表
現する．ここで，シーン clk は S 中のいずれかのスラ
イド si に対応することから clk = [vi1 , vi2 , . . . , vim ]と
して扱うことができる．なお，実際の講義では，同じ
スライド siが再利用やバックトラック等で，異るシー
ン中に複数回現れることに注意する必要がある．

2.2 シーンの重要度算出
以下，講義Llのダイジェストを作成するために，「何

度も繰り返し言及される概念は重要な概念である」と
いう仮定 [3]の元に，シーン中の単語の出現状況に着目
して，重要と思われるシーンの自動抽出を試みる．そ
のために，以下のようなシーンの重要度算出式を提案
する．

2.2.1 スライド構造の考慮
シーンをその中のスライド中の単語の並びとしただ

けでは，スライドの構造情報を利用できない．そこで，
単語 viα がスライドのどのようなレベルに出現するか
を以下の関数 p(viα)によって表現することにする．

p(viα) =


ρt viαがタイトルに出現

ρbl
viαが本文のインデントレベル blに出現

0 viαが出現しない

これに基づき，以下のようなスライド構造を考慮した
重要度算出式 Ip を提案する．

Ip(clk) =
∑

wx∈clk

(
∑

cy∈Ll

(
∑

vz∈cy,vz=wx

p(vz)))

2.2.2 提示時間の考慮
スライドの提示時間が長ければ，その中の概念につ

いて詳しく説明していて，シーンの重要度が高いと推
測できる．そこで，UPRISE と同様に，シーンの提示
時間を考慮した算出式 Id を提案する．

Id(clk , θ) = Ip(clk) · t(clk)θ

ここで，t(clk)はシーン clk の提示時間を表わし，θは
時間の影響を決めるパラメーターである．

2.2.3 単語の出現頻度の考慮
シーン中の単語数が多ければ，Ip，Id の値は大きく

なるが，出現単語の種類が少ない方がそのシーンの重
要度が高い可能性がある．そこで，各単語の出現頻度
を考慮した算出式 Idf を提案する．

Idf (clk , θ) =
1∑

wx∈W

app(clk , wx)
· Id(clk , θ)



ここで、app(clk , wx)はシーン clk 中の単語 wxが何回
出現するかを計算する関数である．

2.2.4 単語の特定性の考慮
単語自体の重要性を考える場合，idf 等と同様に，他

のシーンでその単語がどの程度出現しているかを考慮
することも有効であると思われる．このため，以下の
ように単語の特定性を考慮した算出式 Idr を提案する．

Idr(clk , θ) =
∑

wx∈W

app(clk , wx)∑
cy∈Ll

app(cy, wx)
· Ipl(clk) · t(clk)θ

なお，上の算出式での Ipl は以下のように定義される．

Ipl(clk) =
∑

vx∈clk

p(vx)

2.2.5 シーンの順序の考慮
ある単語が前後のシーンにも出現すれば，重要度が

高まると考えられることから，UPRISE と同様に講義
の文脈情報を考慮することも有効であると期待できる．
そのようなシーンの順序を考慮した算出式 Idc を提案
する．

Idc(clk , θ, δ, ε1, ε2) =
j=γ+δ∑
j=γ−δ

Id(clk , θ) · E(j − γ, ε1, ε2)

δは前後何枚まで影響を与えるかを決めるパラメーター
で，E(j − γ, ε1, ε2)は前後関係の影響を決める関数で，
以下のように定義される．

E(x, ε1, ε2) =

{
exp(ε1x) (x < 0)
exp(−ε2x) (x ≥ 0)

2.2.6 特定性とシーンの順序の考慮
最後に，上記の組み合わせとして特定性とシーンの

順序を考慮した算出式 Idrc を提案する．

Idrc(clk , θ, δ, ε1, ε2) =
j=γ+δ∑
j=γ−δ

Idr(clk , θ) ·E(j−γ, ε1, ε2)

2.3 ダイジェスト自動作成
算出式を利用してダイジェストを作成する流れを以

下に示す．
まず，収録された講義からスライドのテキスト情報

とスライドの提示時間を収集する．次に，講義講演で
スライド移動やプレゼンターの操作ミスなどを考慮し，
提示時間が 3秒以下のシーンを削除する．その後，日
本語形態素解析システム Sen で，スライドのテキス
ト内容から意味のある単語を抽出する．最後に，J-E
Ontologyを用い，意味の同じ英語と日本語の単語を発
見し，同じ単語として扱うようにする．
以上の前処理を行った後，各算出式を適用し，平均

値以上のシーンをダイジェストのシーン候補とする．
次に，各シーン候補の重要度に比例した時間を，ダイ
ジェストに入れる時間と定める．さらに，一般的には各
シーンの最初の部分の方が重要度が高いことが多いた
め，各シーン候補の先頭からダイジェストに入れる時
間のみを切り取ったものを繋げてダイジェストを作成
する．最後に，各シーン候補の開始時間，提示時間とビ
デオファイルへのリンクというメタデータをWindows
Mediaメタファイル形式のファイルを作成する．

3 評価実験
実際に行われた 2007年度のデータベースに関する講

義録画を用いて，被験者による評価を行った．予め 6名
の各被験者にダイジェスト向きのシーンを正解セット
として選んでもらい，次に各算出式に基づくダイジェス
トシーン候補とその正解セットの比較を行った．なお，
本評価では，予備実験の結果から，ρt = 5，∀bl ρbl

= 1，
θ = 1，δ = 3，ε1 = 5，ε2 = 0.5 とし，「練習問題」の
シーンは性質が大きく異るため，対象から外した．以
下の図に，正解セットと各算出式によるシーン候補と
の食い違いを示す．

図:被験者と提案手法によるダイジェストシーン候補
図から分かるように正解セットは被験者により異るが，
各算出式によって抽出されたシーンは，各被験者の共
通部分を概ね含んでいる．また実際に作成されたダイ
ジェストを被験者に見てもらったところ，ダイジェス
ト性があるという評価を得た．なお，更に詳しい評価
結果は別報 [4]を参照されたい．

4 まとめと今後の課題
講義講演ビデオのダイジェスト作成の第一歩として，

各シーンの重要度を算出する複数の式の提案と，実際
の講義を用いた評価結果を報告した．今後は，更に講
演者の音声情報やオントロジーを利用する方法等を検
討して行きたいと考えている．
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